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藤

沢

玄

洋

子

呈
雨
の
あ
が
り
て
今
朝
の
青
葉
か
な

田

態

安

部

ゆ

き

風
薫
る
門
の
状
受
け
娘
の
便
り

久

留

米

入

江

柳

江

庭
に
行
つ
喜
び
も
あ
り
つ
、
じ
燃
え

名

古

屋

野

崎

傅

三

大
小
舎
の
犬
も
留
守
な
る
義
元
忌

Ⅲ

熊

力

丸

一

郎

旱
繭
伸
ぶ
余
生
の
日
日
の
藩
つ
か
ず

Ⅲ

島

吉

武

武

雄

朱
に
染
誰
羊
も
だ
し
た
く
て
蛇
符

宗

像

吉

田

衿

子

三
人
の
男
の
子
に
端
午
の
空
蒼
し

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
舅
）

武

丸

立

石

ろ

せ

乃

就
職
に
進
字
に
子
の
三
人
を
送
り
出
し

た
る
娘
の
顔
の
寂
し
げ

田

島

楠

理

ト
ラ
ク
タ
ー
に
て
麦
後
を
鋤
く
嫁
の
無

事
を
思
い
つ
朏
草
春
切
る

田

島

吉

武

俊

次

曽
孫
は
よ
ち
よ
ち
歩
き
と
便
、
あ
り
吾

も
負
け
じ
と
リ
ハ
ベ
リ
励
ま
ん

第
二
二
七
回

宗

像

大

社

歌

会

詠

草

考
古
学
の
記
事
が
新
聞
の
一
面
を
飾

る
こ
と
は
少
な
か
つ
だ
が
、
こ
こ
数
年

ト
ッ
プ
を
帥
る
大
発
見
が
多
い
。

ざ
っ
と
記
憶
し
て
い
る
も
の
だ
け
で

も
、
高
松
塚
古
墳
、
稲
荷
山
剣
々
、
板

付
縄
文
人
足
跡
太
安
方
禺
墓
誌
、
佐

賀
の
銅
津
鋳
型
、
そ
し
て
七
九
年
箸
れ

に
、
わ
が
宗
像
郡
の
津
屋
崎
町
今
川
遺

跡
の
縄
が
、
全
国
に
知
れ
わ
た
つ
為

弥
生
時
代
前
期
初
頭
の
遺
跡
か
呈
目

銅
嫉
が
発
堀
さ
れ
、
青
銅
器
出
現
の
年

代
を
約
一
世
紀
も
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う

大
発
国
で
あ
る
。

私
が
今
川
遺
跡
を
発
見
し
た
の
は
七

三
年
十
一
日
ぞ
あ
っ
庵
貝
採
集
に
夢

中
に
な
っ
て
い
た
頃
で
あ
プ
亀

そ
の
時
は
福
間
浜
か
ｂ
津
屋
崎
浜
を

歩
い
庵
今
川
付
近
の
砂
浜
に
無
数
の

土
器
片
が
打
ち
あ
げ
わ
れ
て
い
庵
赤

褐
色
の
土
置
低
域
そ
の
ど
れ
為
が
表

あ

ま

海

女

漁

（

そ

の

一

）

漁
業
の
な
か
で
最
も
古
く
、
単
純
な

の
は
潜
水
漁
法
で
あ
る
。
魏
志
倭
人
伝

春
再
て
も
「
今
倭
の
水
人
、
好
ん
で

燕
没
し
て
魚
蛤
を
捕
え
ｌ
」
と
あ
る
よ

う
Ｅ
一
笹
紀
頃
の
倭
弘
は
潜
水
漁
法
に

よ
っ
て
魚
や
あ
わ
び
を
捕
っ
て
い
た
。

漁
民
は
古
く
は
「
海
士
」
「
海
女
」
「

海
△
目
水
郎
」
な
ど
と
雷
き
い
ず

れ
も
「
あ
ま
」
と
呼
ん
で
い
た
。
あ
ま

漁
産
何
な
っ
人
、
即
ち
濟
水
漁
法
を
す

る
八
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〕

こ
れ
ほ
ど
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る

漁
法
で
あ
る
の
で
、
今
円
号
も
あ
ま
御

を
営
ん
で
い
る
浦
は
全
国
に
数
多
い
。

な
か
で
も
と
り
わ
け
鐘
崎
の
あ
ま
は
有

、

司

須
で
あ
る
。
鐘
崎
あ
ま
が
有
名
に
な
っ

た
駁
大
の
原
因
は
そ
の
朏
盛
な
灯
動
力

に
あ
る
。
水
禄
隼
間
、
筑
前
国
麺
崎
の

海
化
又
兵
衛
に
率
い
ら
れ
－
章
の
、
雌
に

乗
っ
た
あ
ま
た
ち
が
能
登
半
島
の
羽
昨

（
は
ぐ
い
）
郡
．
鳳
至
郡
の
海
岸
で
あ

鐘

崎

民

俗

誌

そ

の

二

十

三

楠

本

記

今

川

~
~

遺
跡
（
津
屋
崎
町
宮
司
）
そ
の
同

い

し

い

た

だ

し

一
面
が
波
に
洗
わ
れ
こ
す
れ
、
中
に
混
じ

て
い
る
砂
粒
が
浮
き
出
て
い
迄
袷

弥
生
式
土
器
が
多
く
み
わ
れ
だ
が
、

他
に
縄
文
式
土
器
片
も
あ
暑
袷
そ
の

時
、
多
数
の
土
器
片
泰
採
集
し
だ
が
、

一
つ
だ
け
文
様
の
あ
る
も
の
を
見
つ
け

た
。
縦
に
二
本
、
横
に
三
本
の
沈
縄
か

あ
る
弥
生
前
期
里
壺
の
口
縁
部
で
あ

る
。
私
は
そ
の
土
器
片
を
友
人
の
中
原

志
外
蝿
氏
（
日
本
考
古
学
協
会
員
）
の

と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
冒
枯

「
海
に
土
器
、
近
く
に
川
、
そ
の
川
を
遡
れ
感
潰
跡
が
あ
る
ち
ゃ
な
か
ろ

う
か
、
こ
ん
な
土
器
が
出
て
く
る
遺
跡

な
ん
て
面
白
か
パ
イ
」
・
彼
の
目
が
キ

ラ
リ
と
光
っ
た
○
早
速
、
次
の
日
曜

日
、
中
原
氏
と
今
川
を
さ
か
の
ぼ
っ

た
、
海
岸
か
ｂ
近
く
に
丘
陵
か
あ
る
。

今
川
は
蛇
行
し
て
、
丘
陵
を
挟
風

崩
れ
た
土
砂
の
中
や
、
断
面
に
土
器
片

わ
び
捕
り
を
し
て
寛
永
年
間
に
藩
主
前

田
利
常
侯
か
ら
輪
島
崎
の
土
地
一
○
○

○
歩
を
賜
り
伽
倉
島
の
漁
業
権
存
得
て

以
後
代
々
あ
ま
漁
を
宮
み
、
今
日
の
輪

、
、
℃

島
あ
ま
の
先
祖
に
な
っ
た
話
は
よ
く
知

ら
れ
て
り
亀

ま
た
対
馬
の
曲
浦
の
あ
ま
は
少
弐
氏
、
、

を
対
馬
に
運
ん
だ
鐘
崎
の
あ
ま
が
祖
先

で
あ
る
と
い
い
、
山
口
県
の
大
浦
の
あ

じま
も
先
祖
は
鐘
崎
で
あ
る
と
し
て
い

ゑ

伊
藤
彰
氏
象
呈
）
は
鐘
崎
海
人
の

垂
堤
寺
で
あ
る
泉
福
寺
の
過
去
帳
凄
詳

潔
雲
唖
譜
季
憲
一
藤
津

一
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
鐘
崎

あ
ま
の
季
節
移
動
と
し
て

東
行
ル
ー
ト
念
州
島
北
岸
ル
ー
上

北

行

ル

ー

ト

（

対

馬

ル

ー

ト

）

西

行

ル

ー

ト

（

五

島

ル

ー

ト

）

が

あ

る

こ

迄

を

発

表

し

為

も

、

鐘

崎

あ

ま

に

つ

い

て

、

歴

史

的

に

み

た
研
究
は
数
多
い
が
そ
の
習
俗
を
調
査

ll
I1
gI

~

~

し
た
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。
管
見
に
す
そ
こ
で
明
淌
二
十
年
、
《
一
千
年
代
生
れ

き
い
が
筑
紫
豊
氏
、
桜
田
勝
徳
馬
瀬
の
人
の
活
を
土
に
聞
い
て
み
庵
お
そ

川
清
子
氏
の
著
書
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
ら
く
こ
の
記
録
が
鐵
崎
あ
ま
に
関
す
る

を
包
含
し
て
い
暹
桔

「
こ
こ
ば
い
」
、
私
達
は
更
に
丘
陵
の

断
面
に
へ
ば
り
つ
き
な
が
ら
、
遺
跡
の

中
心
部
を
増
し
た
。
シ
ダ
や
ク
ズ
に
お

お
わ
れ
た
中
に
、
一
ケ
所
だ
け
水
が
染

み
込
ん
で
土
砂
が
挟
ら
札
た
と
こ
ろ
が

あ
塊
そ
こ
に
縄
文
晩
期
の
夜
臼
（
ゆ

一
三
Ｊ
式
土
器
が
推
積
し
て
い
た
。
私

と
彼
は
歓
声
を
あ
げ
た
○

今
川
遺
跡
に
つ
い
て
は
「
福
岡
県
造

跡
等
分
布
地
図
・
宗
像
郡
渥
福
岡
県

教
育
委
員
会
刊
。
七
七
年
、
で
は
製
鉄

遺
跡
と
あ
る
。
七
九
年
刊
の
宗
像
沖
ノ

島
で
は
私
の
報
告
が
記
載
さ
れ
、
同
書

の
「
宗
像
地
方
古
代
漬
跡
地
鋸
表
」
で

は
包
含
層
と
し
て
、
縄
文
土
器
、
石

器
、
仰
石
奄
弥
生
土
器
、
備
考
に
夜
臼

式
土
器
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
遺
跡
に
は
九
大
の
下
条
氏
や

岡
山
大
の
春
成
氏
も
貝
孝
に
訪
れ
、
瞳

漁る

震
~，一

Aソ〃〕

どる
行・
な現
わ在
れ 、
て鐘
い崎

屑鳥
｡女

とも
思の
わと
卸し
たて
のは

至屡
ケの
年も
ばの
かに
りな
をろ
賞う

(1)

跡
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
耗
袷
と

こ
ろ
が
七
九
年
夏
頃
か
ら
丘
陵
を
狸
っ

て
い
た
砂
遥
珠
り
、
更
に
遺
跡
全
体
が

破
壊
寸
前
の
状
態
と
な
り
、
大
き
く
新

聞
で
も
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
二
、

県
文
化
課
の
緊
急
調
盃
が
行
わ
れ
迄
袷

遺
跡
か
ら
は
、
字
溝
、
多
数
の
夜
臼

・
板
付
１
式
の
包
含
層
、
そ
し
て
先
述

し
重
青
銅
嫉
・
正
確
に
は
有
幸
両
翼
銅

鑑
が
発
堀
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
川
遣

~

跡は今年（八○毎四月末かｂ再度県文化課によって発堀調査が行

、

わ
れ
て
り
亀

さ
て
今
川
遺
跡
周
辺
を
も
う
少
し
歩

い
て
見
よ
う
。
津
屋
崎
町
と
福
間
町
と

の
町
境
に
、
今
川
と
云
一
づ
川
幅
五
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な
川
が
玄
界
灘
へ
注

い
で
い
る
。
（

七

月

号

へ

つ

づ

く

）

し
て
可
能
な
か
ぎ
り
正
確
に
採
集
し
た

つ
も
ｎ
で
あ
る
。

聞
き
書
を
し
る
す
前
に
明
治
年
間
の

筑
前
の
海
女
に
関
す
る
記
録
（
私
の
調

査
と
比
較
す
る
と
錘
崎
海
女
の
記
録
で

あ
る
と
思
わ
れ
色
を
褐
教
し
て
参
弩

に
供
す
る
こ
と
と
す
る
。

福
岡
県
漁
業
誌
（

明

治

十

一

年

編

）

石
決
脳
郷
女
鯏

漁
業
ノ
季
節
ハ
大
製
ノ
頃
二
始
〆
寒
露

ノ
頃
二
終
ル
漁
場
ハ
五
尋
乃
至
九
尋
位

ニ
テ
海
底
岩
石
多
キ
所
タ
リ
漁
船
一
艘

船
頭
一
人
海
女
三
人
又
ハ
三
人
乗
組
ミ

昼
間
出
漁
ス
海
女
ハ
各
鶴
体
ト
ナ
リ
禅

帯
ヲ
雪
シ
腰
二
鍵
帯
ヲ
袋
シ
ダ
腰
一
石

決
胆
雪
勿
狭
ミ
左
腰
二
鉄
箆
ヲ
狭
ミ
各

自
適
宜
ノ
海
底
二
泳
キ
入
り
君
練
ノ

海
女
ニ
テ
九
尋
ハ
泳
キ
入
ル
ヲ
極
度
ト

ス
）
岩
石
一
吸
着
シ
タ
ル
石
決
明
ヲ
見

認
メ
左
腰
二
狭
ミ
タ
ル
鉄
箆
プ
以
テ
横

ヨ
リ
突
キ
起
シ
得
テ
海
面
二
浮
ブ
ー
回

毎
一
二
貝
ヲ
得
ル
ハ
上
漁
ナ
リ
若
当

凧
ニ
テ
補
講
シ
得
サ
ル
力
メ
ハ
貝
ノ
群

集
ス
ル
所
エ
ハ
右
腰
二
狭
ミ
ダ
ル
石
決

哩
野
玖
裏
向
キ
ー
残
シ
置
キ
海
面
一
田

Ｚ
罫
ヲ
養
上
而
テ
再
上
海
中
二
人
リ
テ

文
化
財
保
護
と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ
り
亀
歴
史
的
遺
産
た
る
文
化
財
を

守
ろ
う
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
我
々

に
と
っ
て
釦
伺
な
愚
息
義
存
待
つ
の
だ

ろ
う
か
。

開
発
か
保
護
か
と
い
っ
た
二
者
択
一

の
諭
義
の
申
で
、
文
化
財
保
護
は
正
義

の
味
方
宜
し
く
登
場
す
る
薑
葉
で
あ

る
Ｕ
失
な
わ
れ
ゆ
く
人
類
の
文
化
遺
産

を
守
る
こ
と
は
現
代
人
の
義
務
で
あ
る

と
は
思
う
が
、
同
時
に
文
化
財
を
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
な
懐
古
趣
味
の
玩
弄
物
に

し
て
し
ま
う
危
倶
表
感
じ
る
。
モ
ノ
を

残
せ
ば
そ
れ
で
安
心
と
い
う
の
は
、
怠

惰
な
魂
の
自
慰
行
為
で
あ
る
。

時
の
流
れ
が
止
ま
り
な
い
限
り
歴
史

的
遺
産
は
増
え
続
け
、
漫
然
と
残
す
こ

と
だ
け
の
保
護
を
続
け
れ
ば
、
我
々
は

過
去
の
瞳
物
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま

う
。
現
在
は
過
去
の
為
に
あ
る
の
で
は

な
い
。
我
々
の
「
生
」
春
模
索
す
る
手

掛
り
が
過
去
か
ら
の
遺
産
で
あ
り
、
そ

れ
を
守
る
た
め
に
保
護
が
図
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

貝
売
ノ
光
輝
ヲ
目
標
ト
シ
テ
其
所
一
室

リ
捕
獲
ス
夫
レ
海
女
水
入
中
ハ
船
頭
ハ

海
中
ヲ
直
視
シ
海
女
ノ
所
在
ヲ
案
シ
海

面
二
出
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
四
尋
位
ノ
竹

棹
ヲ
海
中
二
入
し
海
女
ヲ
シ
テ
棹
ニ
ヨ

ラ
シ
ム
而
テ
海
女
数
回
海
中
二
入
リ
タ

ル
ト
キ
ハ
身
体
寒
冷
ナ
ル
ヲ
以
テ
船
中

二
火
ヲ
礎
キ
体
ヲ
暖
メ
シ
メ
テ
后
チ
海

中
二
入
ラ
シ
ム
着
ン
其
度
ヲ
失
ス
ル
ト

キ
ハ
海
中
二
一
産
郵
絶
ス
ル
コ
ト
ア
リ
其

形
状
ハ
一
旦
海
面
一
肥
ン
ト
ス
ル
ノ
状

ア
リ
テ
再
ビ
海
底
へ
沈
溺
ス
故
二
如
斯

ト
キ
ハ
船
頭
唱
涛
中
に
入
り
之
ヲ
救

上
体
ヲ
暖
〆
蘇
籠
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス

日
本
水
産
捕
採
誌
第
セ
註
二
）

筑
前
地
方
ノ
飽
漁
法

筑
前
地
方
に
於
け
る
潜
水
飽
捕
り
も

亦
婦
人
の
業
と
す
れ
ど
も
前
者
三
重
県

の
も
の
と
其
趣
を
異
に
す
る
所
あ
り
今

其
異
な
る
所
春
記
さ
ん
に
漁
場
の
深
さ

は
五
尋
乃
至
九
尋
に
し
て
老
練
な
ろ
潜

婦
も
九
尋
泳
ぎ
入
る
を
極
度
と
す
使
用

す
る
所
の
具
は
長
さ
一
尺
一
寸
幅
七
分

許
に
し
て
総
て
鉄
に
て
作
、
其
一
端
三

寸
五
分
許
の
問
を
上
に
反
ら
し
別
に
柄

を
設
け
ず
漁
法
は
船
一
鰻
に
男
子
一
人

船
頭
と
な
、
潜
婦
二
人
又
は
三
人
を
載

宝

の

蔵

か

ら

ｌ

文

化

財

保

護

に

つ

い

て

Ｉ

し
か
ｋ
文
化
財
は
所
詮
モ
ノ
で
あ

る
。
モ
ノ
の
存
否
に
振
回
さ
れ
て
保

護
を
力
説
し
た
と
こ
ろ
で
、
保
存
す
る

こ
と
自
体
に
限
界
が
あ
プ
亀
滅
び
ゆ
く

な
り
ば
そ
の
こ
と
を
こ
そ
見
つ
め
る
冷

静
な
目
を
養
つ
よ
う
、
我
々
は
も
っ
と

自
覚
的
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

滅
ぶ
と
い
う
こ
と
は
沌
果
的
に
は
無
で

あ
っ
て
も
、
牝
あ
る
も
の
の
動
き
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
チ
亀
現
存
す

る
モ
ノ
だ
け
が
価
値
を
痔
つ
の
で
は
な

い
。
時
と
し
て
滅
ん
で
し
ま
っ
た
モ
ノ

が
、
雄
弁
に
な
る
こ
と
も
あ
プ
亀

閤
雲
な
惟
護
は
、
か
え
っ
て
文
化
財

の
死
蔵
表
招
き
か
ね
な
い
。
モ
ノ
が
な

け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
と
い
う
怠
惰
な

魂
の
甘
え
を
許
さ
ず
、
我
々
に
与
え
ら

れ
た
有
形
・
無
形
の
詞
畢
琶
を
真
蟄

な
思
索
の
手
掛
り
と
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
モ
ノ
に
恵
ま
れ
た
お
蔵
に
い
る

と
、
つ
い
甘
え
が
出
種
か
、
そ
れ
で
も

世
間
の
声
高
な
文
化
財
保
護
の
か
里
門

が
、
何
や
ら
気
に
な
る
。

せ
随
意
に
出
漁
す
其
潜
没
す
る
に
臨
み

腰
に
鍾
帯
を
装
ひ
１
中
略
１
石
の
腰
に

飽
の
貝
殻
を
狭
み
左
の
腰
に
鉄
箆
を
挿

み
て
泳
ぎ
入
る
一
沈
毎
に
貝
一
枚
弄
得

之
存
羊
に
し
て
浮
ぶ
存
常
と
す
愚
か
故

に
別
に
綱
宰
．
を
帯
び
ず
若
し
一
回
に
て

捕
獲
し
得
ざ
る
か
又
は
貝
の
群
集
す
る

処
へ
は
右
の
腰
に
狭
み
た
る
胞
殻
を
取

り
之
奔
裏
向
に
し
て
残
し
置
き
海
面
に

出
て
気
を
養
ひ
而
し
て
復
た
海
中
に
入

り
飽
殻
の
光
輝
を
目
標
と
し
て
其
処
に

至
り
捕
灌
す
其
身
体
の
冷
る
に
及
ん
で

は
船
中
に
火
を
禁
き
媛
存
飯
り
て
後
復

た
潜
入
す
其
潜
婦
の
浮
ば
ん
ど
す
る
と

き
男
子
は
竹
竿
を
下
し
之
に
縁
ら
し
め

浮
上
を
扶
く
る
か
如
き
は
前
者
志
摩
国

の
方
法
に
同
旅
吊

ｌ

◇

ｌ

◇

ｌ

詮

一

）

新
日
本
教
育
図
書
刊
「
え
と
の
す
」

一
九
七
五
・
二
１
鐘
崎
海
人
の
移
動

（
註
二
）

日
本
水
産
捕
採
誌
は
、
明
治
初
期
農

商
務
省
水
産
局
が
全
国
の
漁
貝
漁
法

を
調
査
し
集
大
成
し
た
も
の
で
明
治

十
九
年
（
一
八
八
六
）
よ
り
二
十
八

年
ま
で
編
謹
が
行
な
わ
れ
四
十
三
年

に
発
行
さ
れ
た
。

脊
美
ハ
定
尺
二
満
タ
ズ
ト
錐
モ
座
頭
長

須
定
尺
ノ
例
二
依
ル
但
シ
脊
美
ニ
シ
テ

定
尺
以
上
二
及
ブ
モ
ノ
ハ
弐
割
ヲ
増
給

ス前
記
載
ス
ル
モ
ノ
ノ
外
ロ
ロ
功
労
ノ
軽

重
ヲ
調
査
シ
賞
ヲ
行
う

明

治

十

八

年

一

月

大

島

捕

鯨

商

社

一
鯨
肉
配
分
法
如
左

詫
褐
諦
蕊
宰
福
波
座
士

罐
讓
謹
雲
堵
箪
切

以

上

一
鯨
肉
配
分
法
如
左

仲
津
宮
献
備
黒
皮
十
斤
赤
身
弐
十
斤

蛭

子

宮

献

備

同

断

和

田

須

美
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献

備

同

断

荒

船

宮

献

備

同

断

黒

皮

五

斤

赤

身

十

斤

医

師

黒

皮

五

斤

赤

身

十

五

斤

諸
役
員
黒
皮
四
十
斤
赤
身
六
十
斤

鑑
定
派
出
員
黒
皮
十
斤
赤
身
弐
十
斤

別

当

黒

皮

八

斤

赤

身

十

五

斤

社

長

黒

皮

十

斤

赤

身

三

十

斤

幹

事

同

断

会

計

係

同

断

書

記

同

断

量

掛

黒

皮

五

斤

赤

身

十

斤

株

主

黒

皮

十

斤

赤

身

三

十

斤

其
日
山
見
番
人
赤
身
弐
十
斤

地
島
口
山
貝
番
人黒
皮

七

斤

赤

身

十

五

斤

事
務
所
宿
黒
皮
五
斤
赤
身
十
五
斤

事

務

所

赤

身

十

五

斤

地

島

山

見

番

宿

赤

身

弐

十

斤

地

島

村

役

員

赤

身

弐

十

斤

事
務
所
用
黒
皮
五
十
斤
赤
身
弐
亘
斤

以

上

黒

皮

五

斤

赤

身

拾

五

斤

銃

手

椙
飯
水
夫
中
工
赤
身
四
椌
程
川

一
持
双
船
水
夫
左
ノ
五
名
十
八
年
第
二

月
五
ロ
ヨ
リ
月
給
金
弐
円
ト
米
三
斗

ニ
テ
雇
入
ル
事
人
名
左
ノ
如
シ

長

太

郎

治

助

幸

介

増

恢

郎

国

吉

以

上

ｌ

◇

ｌ

◇

ｌ

大
島
捕
鯨
会
社
の
記
録
は
以
上
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
為
朗
ら
か
な
よ
う

大
島
捕
鯨
資
料

羅
蕊
零
噴
政
簡
の
鏡

に
漁
狸
が
全
く
な
く
会
社
設
立
後
数
年

を
ま
た
す
し
て
解
散
し
て
い
る
。
解
散

の
記
録
は
な
い
が
明
治
二
十
一
年
十
二

月
十
二
日
の
福
岡
日
日
新
聞
に
大
島
村

の
中
村
清
三
郎
氏
の
努
力
に
よ
、
捕
鯨

会
計
が
設
立
せ
わ
れ
る
旨
の
記
事
が
あ

け
「
十
二
月
十
五
日
の
紙
上
に
は
「
玄

洋
捕
鯨
会
社
・
同
社
に
て
器
械
も
調
ひ

昨
日
県
庁
よ
り
許
可
さ
れ
た
る
趣
き
な

る
か
社
長
に
は
神
湊
村
永
島
三
之
允
ｌ

中
略
ｌ
理
事
に
は
大
島
村
の
中
村
清
三

等
の
諸
氏
が
就
任
し
近
々
船
卸
式
を
行

ふ
よ
比
竹
邑
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
り
み
て
、
大
島
捕
鯨
会
社
は
明

治
二
十
一
年
の
初
頭
に
は
解
散
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
大
島
村
郵
便
局
長
の
河
野
幸
人

氏
か
つ
祖
父
に
あ
迄
わ
れ
る
幸
作
氏
が

こ
の
会
社
の
役
員
を
し
て
い
た
辞
令
を

み
せ
て
頂
い
迄
竹

玄
痒
捕
鯨
会
社
は
や
が
て
株
式
組
織
を

と
り
明
治
二
十
四
年
頃
に
は
「
大
島
捕

鯨
株
式
会
社
」
と
称
し
て
い
る
。

筑
豊
沿
海
史
に
よ
れ
ば
「
往
昔
、
佐

賀
県
、
小
川
村
平
右
衛
門
な
る
も
の
、

当
地
に
鯨
網
を
布
き
し
こ
と
あ
り
へ
そ

の
後
、
明
治
二
十
一
年
よ
り
、
二
十
五

年
に
亘
り
て
、
ま
た
こ
の
網
を
始
め
た

る
頁
失
敗
に
終
り
て
廃
絶
せ
り
」

と
あ
る
の
が
多
分
、
玄
痒
捕
鯨
会
社
．

大
島
捕
鯨
株
式
会
計
で
あ
ろ
う
。

筑
前
大
島
の
銃
殺
撞
郷
に
つ
い
て
は

佐
賀
県
寸
博
物
館
刊
面
海
の
く
じ
ｂ

と
り
」
に
詳
し
い
。

川

野

幸

作

一
癖
華
霊
掘
華
罎
諦
一

一
揮
並
事
務
二
従
事

ス

ヘ

シ

玄

洋

捕

鯨

会

社

長

~
明
治
廿
三
年
五
月
廿
三
日

石

松

三

次

郎

證

河

野

幸

作

公
撰
一
ヨ
リ
支
配
方

甲
談
候
事

壺
犀
捕
鯨
会
社

明
治
二
十
一
年
十
二
月

そ
の
十




